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［事案 2022-181］災害入院給付金等支払請求  

・令和 5年 7月 13 日  和解成立 

＜事案の概要＞ 

 約款所定の入院に該当しないことを理由に、災害入院給付金等が支払われなかったことを不

服として、給付金等の支払いを求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

急性腰痛症により令和 3年 9 月に 17 日間入院したため、令和 3年 5月に契約した入院一時

金給付保険にもとづき災害入院給付金および災害入院一時金を請求したところ、約款所定の入

院に該当しないとして支払われなかった。しかし、医師から腰の骨が折れていると言われ、手

術が必要だと説明を受けて入院をしたことから、給付金等を支払ってほしい。 

＜保険会社の主張＞ 

以下等の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)事実確認の結果、骨折等の明らかな外傷性変化を認める検査所見はない。 

(2)痛み自体も入院翌日には自制内とカルテに記載されている。 

(3)入院中の治療内容としては、投薬治療およびマックスベルト装着による経過観察のみであ

り、自宅等での治療が困難とは言えない。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、入院時の経緯等を把握する

ため、申立人に対して事情聴取を行った。また、独自に外部の専門医の意見を求め医学的判断

の参考にした。 

2.裁定結果 

 上記手続の結果、診療録によると、申立人の傷害は入院当日の段階では「破裂骨折あり」と

診断されていたが、翌日、「破裂骨折ではなく急性腰椎症だった」との申し送りがあった旨が

記載されており、本入院のうち入院当日と翌日については、入院の必要性が認められる余地が

全くないとまではいえないように思われることから、本件は和解により解決を図るのが相当で

あると判断し、和解案を当事者双方に提示し、その受諾を勧告したところ、同意が得られたの

で、手続を終了した。 

 

 
 


